
内
田
敬
三
執
行
委
員
長
は
、
江

東
区
は
６
月
に
50
万
都
市
に
な
り

職
員
一
人
当
た
り
区
民
は
、
特
別

区
平
均
１
４
６
・
７
人
に
対
し
江

東
区
は
１
７
８
・
８
人
。
生
活
保

護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
最
下
位

の
配
置
で
す
。
こ
の
状
況
に
加
え
、

国
の
政
策
に
追
随
し
た
人
事
評
価

制
度
を
強
化
し
、
一
層
働
き
に
く

く
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

特
別
区
人
事
委
員
会
で
は
、
月

で
８
０
９
円
（
0.2
％
）
と
い
う
15

年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
勧
告
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
公
共
一
般
江
東
支
部
と

秋
季
年
末
闘
争
を
共
同
し
て
た
た

か
い
、
臨
時
職
員
の
時
給
が
20
円

引
き
上
げ
９
５
０
円
に
、
非
常
勤

職
員
は
臨
時
の
賃
上
げ
率
で
2.1
％

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

７
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
技
能
主
任
の
昇
任
率
は
、

退
職
後
の
再
任
用
・
退
職
金
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
最
重

要
課
題
の
一
つ
で
、
昇
任
率
30
％

を
要
求
し
て
、
今
回
初
め
て
20
％

を
超
え
る
昇
任
率
を
実
現
し
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
す
が
や
俊
一

党
区
議
団
幹
事
長
は
、
江
東
区
の

溜
め
込
ん
だ
余
剰
金
（
基
金
）
が

９
４
２
億
円
と
過
去
最
高
の
金
額

に
な
っ
た
と
紹
介
。

溜
め
込
み
の
要
因
は
、
区
の
行

財
政
改
革
に
よ
る
区
職
員
の
削
減

で
、
約
９
０
０
人
が
削
減
さ
れ
た
。

ま
た
業
務
の
民
間
委
託
で
、
保

育
園
の
給
食
調
理
費
が
、
区
直
営

の
方
で
は
１
２
０
０
万
円
も
安
い
。

公
立
保
育
園
の
民
営
化
で
３
５

０
０
万
円
の
運
営
費
カ
ッ
ト
、
延

長
保
育
等
の
義
務
化
を
区
が
検
討

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
批
判
し
ま

し
た
。

大
会
は
、
新
執
行
部
に
執
行
委

員
長
・
西
野
智
子
、
副
執
行
委
員

長
・
内
田
敬
三
、
書
記
長
・
遠
藤

道
治
、
書
記
次
長
・
中
村
隆
の
各

氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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炎
暑
の
夏
に
始
ま
り
寒

露
の
節
気
を
過
ぎ
て
も

「
戦
争
法
」
廃
止
を
め

ざ
す
熱
い
市
民
運
動
は

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す

▼
あ
る
日
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、

銃
剣
を
構
え
て
突
撃
す
る
女
性
自

衛
官
た
ち
の
映
像
が
目
に
と
び
こ

ん
で
き
ま
し
た
。
涙
の
修
業
式
の

後
に
彼
女
が
勤
務
す
る
の
は
、
お

ぞ
ま
し
い
イ
ー
ジ
ス
艦
で
す
。

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
へ
の
マ

ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
誘
導
は
決
し

て
看
過
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
▼
米

国
に
約
束
し
た
「
戦
争
法
」
強
行

の
後
、
安
倍
首
相
は
「
一
億
総
活

躍
」
を
唱
え
は
じ
め
ま
し
た
。
わ

が
年
代
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
戦

時
中
の
「
一
億
玉
砕
」
や
終
戦
直

後
の
「
一
億
総
懺
悔
」
を
連
想
さ

せ
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
▼
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
は
、
大

筋
合
意
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し

た
。
日
本
の
農
林
水
産
品
８
３
４

品
目
の
う
ち
４
０
０
品
目
の
関
税

の
撤
廃
な
ど
や
、
企
業
の
利
益
を

保
護
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
な
ど
、

日
本
の
食
料
主
権
・
経
済
主
権
を

侵
し
「
得
る
も
の
は
な
に
も
な
く
、

譲
る
も
の
が
す
べ
て
」
で
す
。
こ

の
交
渉
の
発
効
を
許
せ
ば
、
日
本

は
軍
事
だ
け
で
な
く
経
済
で
も
米

国
の
属
州
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
▼
今
年
も
２
人
の
科
学
者
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
。
世
界
で
唯
一
の
実

験
施
設
で
素
粒
子
の
質
量
を
発
見

し
た
梶
田
氏
、
土
中
の
微
生
物
か

ら
薬
を
つ
く
っ
て
３
億
人
の
命
を

救
っ
た
墨
田
工
高
定
時
制
の
教
師

だ
っ
た
大
村
氏
。
と
こ
ろ
で
、
世

界
に
先
駆
け
て
戦
争
放
棄
の
憲
法

９
条
を
守
り
ぬ
い
て
「
戦
争
法
」

を
廃
止
す
れ
ば
、
平
和
賞
も
夢
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

10
月

８

日

，
江

東

区

職

労
第

64
回

定

期

大
会

が

砂

町

文
化

セ

ン

タ

ー

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今
年
度
は
、
残
業
代
未
払
い
問

題
を
き
っ
か
け
に
12
人
が
加
盟
し
、

職
場
に
分
会
を
結
成
し
た
こ
と
が

特
徴
で
す
。

大
会
で
は
、
中
小
企
業
の
福
利

厚
生
活
動
と
し
て
共
済
制
度
の
活

用
の
働
き
か
け
や
こ
の
活
動
か
ら

も
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

職
場
・
地
域
か
ら
、
「
一
人
ぼ
っ

ち
の
労
働
者
を
な
く
す
」
こ
と
、

組
合
員
の
生
活
を
守
り
そ
の
社
会

的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
貧

困
ノ
ー
、
格
差
の
解
消
・
働
く
も

の
の
ル
ー
ル
の
確
立
。
そ
し
て
日

本
国
憲
法
の
平
和
主
義
・
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
職
場
・
地
域
に

生
か
す
た
め
に
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
の
確
立
な
ど
９
項
目
の
基

本
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
前
日
の
９
月
25
日
に
、
日

本
共
産
党
江
東
地
区
委
員
会
か
ら

｢

『
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
廃
止

の
国
民
連
合
政
府
』
の
実
現
を
よ

び
か
け
ま
す｣

文
書
と
共
に
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
申
入
れ
に
つ
い
て
次
の
執

行
委
員
会
で
討
議
し
、
「
呼
び
か

け
文
書
」
を
全
組
合
員
に
配
布
す

る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
ぼ
っ
ち
の
労
働
者
を
な
く
そ
う
！

地
域
労
組
こ
う
と
う
が
定
期
大
会
開
催

自
公
政
権
に
よ
る
戦
争
法
の
強

行
採
決
は
許
せ
ま
せ
ん
。
区
議
団

は
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た

自
治
体
と
し
て
憲
法
と
民
主
主
義

を
守
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
、

「
戦
争
法
廃
止
」
の
運
動
を
広
げ
、

区
民
の
み
な
さ
ん
と
国
民
連
合
政

府
の
実
現
に
頑
張
る
決
意
で
す
。

区
議
会
第
３
回
定
例
会
で
は
、

山
﨑
区
長
の
「
法
案
（
安
保
法
制
）

は
平
和
の
抑
止
力
」
「
江
東
区
平

和
都
市
宣
言
の
主
旨
に
沿
っ
た
も

の
」
と
の
見
解
に
対
し
、
「
憲
法

違
反
」
と
の
学
者
の
声
、
反
対
す

る
国
民
の
運
動
の
高
ま
り
な
ど
に

つ
い
て
の
見
解
を
求
め
、
さ
ら
に

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
区
長

の
名
に
お
い
て
職
員
や
区
民
を
戦

争
に
巻
き
込
む
協
力
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解

を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
専
守
防
衛
の
範
囲
内
」

「
９
条
の
下
で
許
容
さ
れ
る
自
衛

の
範
囲
内
」
と
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
も
「
自
治
体
職
員
や

民
間
人
の
戦
争
動
員
に
は
な
ら
な

い
」
と
、
根
拠
の
無
い
答
弁
で
区

民
世
論
無
視
の
姿
勢
で
す
。

世
論
の
高
ま
り
の
中
で
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
自
民
・
公
明
の
与

党
議
員
は
、
わ
が
党
議
員
の
本
会

議
質
問
発
言
通
告
が
「
戦
争
法
案

に
つ
い
て
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
「
戦
争
法
案
で
は
な
い
」

「
『
平
和
安
全
法
制
』
に
せ
よ
」

と
せ
ま
り
文
言
修
正
を
強
行
し
ま

し
た
。
ま
た
続
く
決
算
審
査
特
別

委
員
会
で
は
、
「
戦
争
法
案
で
は

な
い
」
「
決
算
に
関
わ
り
な
い
発

言
は
す
る
な
」
と
猛
烈
な
野
次
を

飛
ば
し
審
議
が
一
時
中
断
、
理
事

会
を
開
く
中
で
「
発
言
を
あ
と
２

分
で
終
了
す
る
よ
う
に
」
と
何
の

理
由
も
無
く
発
言
に
制
限
を
か
け

る
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
教
育
問
題
で
も
「
教
育
勅

語
」
を
持
ち
上
げ
た
り
、
教
科
書

採
択
は
じ
め
教
育
に
首
長
の
介
入

を
求
め
る
質
問
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

憲
法
を
壊
し
、
民
主
主
義
を
破

壊
す
る
流
れ
と
の
闘
い
は
議
会
内

で
も
熾
烈
で
す
。
区
議
団
一
同
、

み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
す
。

【
第
３
回
定
例
会
】

戦
争
法
に
追
従
す
る
山
崎
区
政

与
党
自
・
公
が
質
問
制
限

９

月

26
日

地

域
労

組

こ

う

と

う

は

、

1
年

間

で

35
人

が

新

た

に

加

盟

し

、

２

１

３

人

の
現

勢

で

第

７

回

定

期

大

会

を

開

催
し

ま

し

た

。

世
論
無
視
の
区
長
答
弁



亀
戸
駅
北
側
の
亀
戸
梅
屋
敷
に

集
合
。
事
件
の
事
前
学
習
で
は
、

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
高
校
教
師
・
坂
本
昇
氏

（
歴
史
教
育
者
協
議
会
副
委
員
長
）

が
講
師
と
ガ
イ
ド
を
務
め
ま
し
た
。

坂
本
氏
は
明
治
時
代
の
亀
戸
周

辺
地
図
を
持
参
し
て
現
在
の
街
並

み
と
比
べ
な
が
ら
、
当
時
の
社
会

運
動
の
高
揚
と
日
朝
連
帯
の
運
動

が
芽
生
え
て
き
た
時
期
と
い
う
社

会
背
景
を
解
説
し
、
亀
戸
事
件
は

な
ぜ
起
き
た
か
で
は
な
く
「
な
ぜ

引
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
と
言
い
た

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

飲
食
街
や
住
宅
地
の
路
地
を
回

り
な
が
ら
、
事
件
当
時
の
亀
戸
警

察
署
、
労
働
運
動
・
政
治
運
動
の

指
導
者
だ
っ
た
渡
辺
政
之
輔
宅
、

南
葛
労
働
会
事
務
所
（
２
階
が
犠

牲
者
の
一
人
、
川
合
義
虎
の
自
宅
）

の
跡
地
な
ど
を
訪
ね
、
事
件
の
真

実
を
知
り
、
権
力
に
よ
る
言
論
封

殺
や
市
民
運
動
弾
圧
を
許
さ
な
い

運
動
を
広
げ
る
決
意
を
固
め
あ
い

ま
し
た
。

１
時
間
半
の
行
程
中
、
「
亀
戸

事
件
」
の
の
ぼ
り
旗
が
よ
く
目
立

ち
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
通
り
が
か

り
の
人
も
立
ち
止
ま
っ
て
聞
く
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
毎
日
の
く
ら

し
や
、
か
ら
だ
の

こ
と
、
こ
れ
か
ら

先
の
こ
と
、
政
治

の
こ
と
な
ど
闊
達

な
意
見
が
出
さ
れ
、

予
定
の
２
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
「
年
金
」

に
つ
い
て
、
国
民
年
金
だ
け
で
は

暮
ら
し
て
い
け
な
い
。
掛
け
金
が

高
い
か
ら
若
い
人
が
「
も
う
掛
け

た
く
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
が
年

金
は
絶
対
必
要
。
毎
年
年
金
が
減

ら
さ
れ
て
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か

と
い
う
不
安
の
声
。

「
介
護
」
で
は
認
定
度
合
の
不
平
、

介
護
の
保
障
が
悪
く
な
っ
た
、
な

ど
の
問
題
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
医
療
」
は
診
療
報

酬
制
度
の
改
悪
で
ま

す
ま
す
医
者
に
か
か

り
に
く
く
な
る
。

「
戦
争
法
案
」
を
廃

案
に
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
だ
が
、

若
者
が
立
ち
上
が
っ

た
こ
と
は
大
き
い
。

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ

な
い
」
の
自
家
製
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
多
数
つ
く
り
、
国
会

前
に
行
け
な
い
人
に
も
買
っ
て
も

ら
っ
た
。
た
た
か
い
を
継
続
し
、

な
ん
と
し
て
も
廃
止
さ
せ
る
ま
で

頑
張
る
。

そ
の
他
、
健
康
や
住
ま
い
の
こ

と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
の
不
安
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
な
ど
、

安
倍
政
治
へ
の
怒
り
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

「
戦
争
法
」
を
強
行
す
る
安
倍

政
権
の
も
と
で
、
押
し
つ
け
ら
れ

て
き
た
育
鵬
社
教
科
書
の
全
国
の

採
択
は
、
歴
史
・
公
民
と
も
占
有

率
目
標
10
％
達
成
を
許
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
組
織
が
弱
く
て
取
り

組
み
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
地
区
で
、

大
阪
市
（
１
８
５
０
０
冊
）
な
ど

の
都
市
部
で
の
新
規
採
択
が
す
す

め
ら
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
歴
史
の
占
有
率
は
4
％
台
か
ら

６
・
５
％
へ
）

当
面
、
２
０
１
８
年
か
ら
の
道

徳
教
科
化
に
む
け
て
、
来
年
は
小

学
校
、
次
の
年
に
は
中
学
校
の
道

徳
教
科
書
検
定
が
行
わ

れ
ま

す
。
明
ら
か

に

「
愛
国
心
」
を
す
り
こ

む
意
図
を
も
っ
て
育
鵬

社
も
参
入
す
る
見
込
み

で
す
。
江
東
区
で
は
、
９
月
の
区

議
会
で
の
一
般
質
問
で
、
区
長
が

教
科
書
採
択
に
介
入
す
る
こ
と
や
、

教
育
勅
語
で
公
共
心
を
養
な
う
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
考
え
る
会
」
は
今
後
と
も
教

科
書
問
題
と
と
も
に
、
江
東
区
の

教
育
に
つ
い
て
日
常
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
区
民
的
共
同
を
追
求
し

て
い
く
た
め
に
、
仮
称
「
江
東
の

教
育
を
考
え
る
会
」
と
し
て
継
続

し
て
い
く
方
向
を
確
認
し
、
よ
び

か
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１５年 １０月号 №１３１ －２－

概説

（49）

純労働者組合と南葛労働会

大正の労働組合の中心は、1912(大正元)
年創立の友愛会です。江東では翌13年10月、
平野鉄工所や東京電気の職工で江東支部が

組織され、事務所は東大工町（白河）にお

かれました。1915年には、東京モスリンの

職工たちが本所支部、大島の東京スプリン

グで働いていた平沢計七らが大島支部をつ

くり、ほかに、猿江に深川支部、深川ガス

支部、城東支部、亀戸の小松川支部、大島

の小名木川支部などがあり、月島の石川島

造船所では京橋支部を結成しました。

1919(大正８)年、友愛会が大日本労働総
同盟友愛会になると、平沢は亀戸、大島の

支部を集め、大島製鋼、日本鋳鋼、日立製

作所等の職工らを中心に城東連合会をつく

り、会長に平沢、書記に戸沢で、五ノ橋に

事務所をおく友愛会で最大の組織でした。

この亀戸支部に永峰セルロイドで働く渡辺

政之輔がいました。

1920年10月、平沢と渡辺の指導権争いで、
平沢らは友愛会を脱退し純労働者組合をつ

くります。この組合は、共働社（生協）、

労働学校、労働金庫など先駆的な運動をす

すめ、五ノ橋会館で労働劇団の旗揚げ公演

をおこない、小山内薫などの演劇人を感激

させました。

1922(大正11)年10月、渡辺らは南葛労働
会を結成。亀戸3519番地に事務所をおき、

亀戸、大島、吾嬬、小松川に支部をもつ戦

闘的な組織でした。城東区ではアナーキズ

ムの傾向の純労組とボルシェビズムの南葛

労働会が活動することになります。南葛労

働会の川合義虎は23年創立の日本共産青年
同盟の初代委員長になります。南葛労働会

は、革命的理論に根ざした固い信念をもち、

勇敢で犠牲的、献身的な南葛魂で全国に知

られていました。

1917(大正６)年のロシア革命に刺激され、
「労働者街に住みたい」と亀戸にとびこん

できたのは大杉栄です。妻の伊藤野枝とと

もに17年12月から翌年７月まで、亀戸2400
番地に住んで、月刊雑誌「労働新聞」を発

行しました。

亀戸事件フィールドワークに30人

事件当時の跡地を視察する参加者

「

亀
戸

事

件
」

か

ら

92
年

。

10
月
３

日

午
後

、

事

件
の

現

場

を
回

る

フ

ィ
ー

ル

ド

ワ
ー

ク

（
日

本

国

民
救

援

会
な

ど

の

実
行

委

員

会
主

催

）

が
、

千

葉
県

や

神

奈
川

県

か
ら

の

参

加
者

も

含

め

30
人

が

参
加

し

て

お
こ

な
わ

れ

ま
し

た

。

解説する坂本昇氏

10
月

15
日

、

総

合

文

化

セ

ン

タ

ー

会

議

室

で

江

東

年

金

者

組

合

（

大

島

・

亀

戸

地

域

）

の

「

お

し

ゃ

べ

り

会

」

が

開

か

れ

、

15
人

が

参
加

し
ま

し

た
。

江
東
年
金
者
組
合
が
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
開
く

☆

行

事

日

程

☆

○
11
月

３
日（

火

・
祝

）
13
時

〜

16
時

第

７
回

江

東

な

ん
で

も

相

談

会

の
び
の
び
共
同
作
業
所
前

○
11
月

６
日（

金

）
18
時

30
分

〜

車

座

対

話

集

会

（

ぶ
っ
潰
せ
江
東
行
動
）

《
古

今

亭

菊

千

代

》

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
6F

○
11
月

７
日（

木

）
９
時

45
分

〜

第

27
回

高

齢

者
集

会

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

○
11
月

10
日

〜

13
日

「
原

爆

と
人

間

展

」

豊
洲
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

1F

○
11
月

17
日（

火

）
18
時

30
分

〜

「許

さ

な

い
ア
ベ
政

治

」
学

習
会（

江
東
革
新
懇

）

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
3F
研
修
室

○
11
月

23
日（

月

・
祝

）
10
時

〜

生

活

と
健

康

を

守

る

会

第

43
回

大

会

東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

○
11
月

28
日（

土

）
14
時

〜

16
時

安

保

法

制

廃

止

宣

伝

（

ぶ
っ
潰
せ
江
東
行
動
）

豊
洲
ビ
バ
ホ
ー
ム
前

江
東
区
中
学
校
教
科
書
採
択
を
考
え
る
会

侵
略

戦

争
を

美

化
す

る

教
育

再
生

機

構
編

集

の
育

鵬

社
の

歴

史
・

公

民
教

科

書
を

採

択
さ

せ
な

い

取
り

く

み
を

す

す
め

た

「
考

え

る
会

」

は
、

９

月

30
日
の

第

６
回

世

話
人

会

で
活

動

の
ま

と

め
と

今

後
の

方

針
に

つ
い

て

論
議

し

ま
し

た

。
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